
                                    資料１ 

平成 29 年度事業報告について  

 

１ 主な事業  

⑴ 展示事業  

ア 長久手市郷土資料室特別展（平成 30年 1月 5日（金）～2月 4日（日）開催） 

   「小牧・長久手の戦い～戦国を駆け抜けた者たち ここ長久手で。～」 

     概要：市民に小牧・長久手の戦いに関する理解を深めてもらうのと同時に市が進めて

いる古戦場公園再整備事業を PR するため、「小牧・長久手の戦い」をテーマ

とした特別展を開催した。来場者数は 1,278人。（前年度実績 2,038 名）。 

   （アンケート結果 抜粋） 

・自分の住む町の歴史が分かり面白かった。  

・小牧・長久手の戦いの名前は知っていたが、実際の様子を知ることができた。 

・歴史の詳細がわからない人や、小中学生にも分かりやすいように工夫するとよい。 

・展示物が少ないので少し物足りない。  

・脇役について普段と異なる切り口で説明されていた。 

・パネルばかりで残念。等  

 

イ 特別展関連講座（平成 30年 1月 20日（土）開催） 

   「長久手の戦いを考える－武将と地域に注目して－」 

    概要：小牧・長久手の戦いに関する書状を読み解き、参戦した武将らの思惑を明らか

にしていく。また、戦いが長久手で起きたのは、この場所が街道に面していた

ということが大きく影響しているとの説明であった。受講者数は157人（定員

100人）。 

     講師：愛知大学 文学部 人文社会学科 教授 山田邦明氏  

（アンケート結果 抜粋） 

・非常にわかり易く、興味深く拝聴しました。 

・なんだか分かっていたような小牧・長久手の戦いが実感としてよく分かり大変よか

った。 

・この戦いの地域と交通の視点で説明は興味があった。等 

 

⑵ 古戦場公園再整備事業  

史跡長久手古戦場保存活用計画策定業務（平成 28年度から 29年度まで） 

概要：前年度では、国指定史跡の内、古戦場公園の部分に関して保存活用計画を策定

し、今年度は、御旗山、首塚、色金山の部分に関して策定した。 

 

⑶ 資料保存事業  

  古文書等燻蒸  

  概要：平成 29 年 11 月 12 日、13 日に郷土資料室で保管している古文書の虫食いを事

前に防ぐため、燻蒸を行った。 

 



 

⑷ 古戦場桜まつり補助事業  

  主催：長久手古戦場桜まつり実行委員会  

   概要：市民による実行委員会が主催し平成 29年 4月 2日に長久手古戦場桜まつりを開

催した。各団体によるステージ発表、ブース出店、茶席、火縄銃の発砲、弓道大

会を実施した。来場者は約 8,000人。 

 

⑸ 施設維持管理等事業  

ア 古戦場公園内トイレ（３か所）清掃業務  

   概要：市民の力を活かすまちづくりの取り組みとして、業者の清掃委託を一部減らし、

月４回市民に有償でトイレ清掃を依頼している。 

 

イ 修繕  

 ・空調機器修繕 

 ・身障者トイレ手洗器排水漏れ修繕 

 ・和弓場換気扇スイッチ修繕 

 ・外灯モニュメント用地の夜間ライト修繕 

 ・郷土資料室ＩＨクッキングヒーター取替 

 ・史跡巡り自転車後タイヤチューブ替 

 ・和弓場防矢ネットワイヤー取替 

 ・和弓場シャッター修繕 

 ・和弓場投光器取替 

 ・郷土資料室受水槽凍結によるポンプ作動不良修繕 

 ・和弓場漏水修繕 

 ・和弓場流し台水洗取替 

 ・野外活動施設汚水管布設替工事 

 

  ウ 委託  

・施設管理委託（シルバー人材センター） 

・施設警備委託  

・清掃委託  

・空調保守管理委託  

・自動扉保守点検委託  

・消防設備保守点検委託  

・展示機器保守管理委託  

・排水設備清掃業務委託  

・特別展展示物設置委託  

・特別展会場管理委託 

 

２ 施設利用状況  

 別紙のとおり  

   

 



 

３ 史跡めぐり自転車利用状況  

  100台【月平均 8.3台】 （参考：平成 28年度 163台、平成 27年度 175台） 

   

４ 史跡案内状況 

  36件（1,406人（特別展ガイド 11件 846人を含む）） 

（参考：平成 28年度 36件（1,525人）、平成 27年度 28件（520人）） 

 


